
特定非営利活動法人 組織学会 定例会

変革に挑む経営者 第 1回

伝統と革新の交差から
切り拓く未来

代表取締役社長
四代蔵元

前垣 壽宏 氏
1974年広島県生まれ。1997年成城大学経済学
部卒業。大学卒業後、協和発酵工業㈱酒類事業部
を経て、2002年賀茂泉酒造㈱に入社。2019年よ
り現職。2016年から8年間、全国の若手蔵元らで
構成される日本酒造青年協議会で会長を務める。

〈講演概要〉
老舗は、どうすれば進化できるのか。
賀茂泉酒造 四代目蔵元・前垣社長は、大学時代から
一貫して「老舗酒蔵の革新」を問い続け、承継後も伝
統を守りながら新たな価値創出に挑み続けている。
受賞歴を重ねる酒造りに加え、「アル・ケッチァーノ」
奥田政行シェフとのペアリング企画や、2026年 IWC 
Sake部門審査会の広島誘致など、その挑戦は日本酒
の可能性を広げてきた。
本講演では、四代目蔵元が実践してきた「伝統×革新」
のリアルと、老舗が未来を切り拓くための戦略に迫る。

立命館大学大学院経営管理研究科 教授

司会　水野 由香里

2 0 2 6
6 / 8  MONDAY
19：00－20：30PM
コンファレンススクエアエムプラス10F 
JR東京駅　丸の内南口から徒歩2分
参加費：会員1,000円
　　　　一般2,000円

【お問い合わせ】

TEL：03-5220-2896　平日11：00～17：00
Mail：aaos.seminar@gmail.com
協力：三菱地所株式会社

特定非営利活動法人 組織学会
企画・定例会 委員会

申し込み締め切り
5/25（月） 17：00 迄
ご予約はこちらから

加茂泉酒造は広島県東広島市の「酒のまち」西条にて
1912年に創業。戦後には醸造アルコールを添加しない酒
造りに取り組み、1972年に「無添加清酒 本仕込 賀茂泉」
を発売し、純米酒のパイオニアとして知られる。
2000年から本格的に海外輸出を開始し、現在は15カ国に
輸出。芳醇で豊かな味わい、ほのかな山吹色の酒が特徴。


